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月

葉
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◆
８
月
の
歳
時
記
◆

『
パ
ス
ト
ラ
ー
ル
尼
崎
の
夏
ま
つ
り
に
寄
せ
て
』

８
月
は
、
パ
ス
ト
ラ
ー
ル
尼
崎
の
『
夏
祭
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
過
去

に
は
、
館
内
『
道
の
駅
』
を
企
画
し
、
淡
路
島
や
但
馬
な
ど
正
真
正
銘
の

『
道
の
駅
』
や
『
直
売
所
』
か
ら
ご
当
地
の
農
作
物
や
銘
菓
、
乳
製
品
な
ど

を
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
何
箱
も
取
り
よ
せ
、
百
円
均
一
で
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

販
売
方
法
は
基
本
無
人
で
、
買
っ
た
分
の
金
券
を
箱
に
投
入
す
る
と
い
う
田

舎
の
無
人
販
売
所
形
式
を
採
用
。
ロ
ビ
ー
い
っ
ぱ
い
に
お
野
菜
や
果
物
が
所

狭
し
と
並
ぶ
、
館
内
『
道
の
駅
』
の
光
景
は
、
見
て
い
る
だ
け
で
も
元
気
が

出
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
も
語
り
草
と
な
っ
て
い
る
の
が
当

時
の
夏
祭
り
様
子
で
す
。
道
の
駅
の
開
店
前
に
な

る
と
、
い
つ
も
は
穏
や
か
な
空
気
が
流
れ
る
ロ
ビ

ー
に
長
蛇
の
列
が
で
き
、
既
に
お
野
菜
や
果
物
を

ゲ
ッ
ト
し
よ
う
と
戦
闘
態
勢
に
入
っ
て
い
る
大
勢

の
ご
入
居
者
の
姿
が･

･
･

汗

開
店
の
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
「
５
，
４
，
３
，
２
，
１
，
０
」
と
同
時

に
、
「
ド
ド
ド
ド･

･
･

」
と
猛
烈
な
勢
い
で
売
り

場
に
突
入
す
る
皆
さ
ま
。
中
に
は
い
つ
も
の
杖
や

カ
ー
ト
を
置
き
去
り
、
驚
く
ほ
ど
俊
敏
な
足
取

り
で
目
当
て
の
コ
ー
ナ
ー
へ
。
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
横
目
に
腕
を
伸

ば
し
お
目
当
て
の
も
の
を
い
く
つ
も
ゲ
ッ
ト
す
る
猛
者
も
お
ら
れ
、
そ
の
逞

し
さ
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
も
、
い
つ
も
よ
り
生
き
生
き
と
し
た
姿
に
パ
ワ
ー
を

も
ら
っ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
、
大
混
雑
必
至
の
「
道
の
駅
」

企
画
は
当
然
中
止
。
代
わ
り
に
人
員
制
限
を
実
施
し
つ
つ
の
ゲ
ー
ム
を
何
と

か
開
催
。
け
れ
ど
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
た
後
は
、
運
賃
の
高
騰
、
物
価
の
高
騰

で
百
円
で
買
え
る
館
内
『
道
の
駅
』
は
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
閉
店
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
〝
た
か
が
ゲ
ー
ム
、
さ
れ
ど
ゲ
ー
ム
〟
。
パ
ス
ト
ラ
ー

ル
尼
崎
の
ご
入
居
者
の
勝
負
に
対
す
る
姿
勢
は
真
剣
そ
の
も
の
。
ど
う
す
れ

ば
点
数
を
稼
げ
る
か
と
頭
脳
戦
を
繰
り
広
げ
る
方
も
お
ら
れ
、
中
に
は
優
秀

な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
り
、
い
か
に
勝
て
る
か
周
り
を
先
導
。
企
画
側
の
脅

威
と
な
り
、
毎
年
、
新
し
い
ゲ
ー
ム
の
開
拓
に
頭
を
悩
ま
す
事
に･･･

汗

何

事
に
も
真
剣
で
、
そ
し
て
自
ら
楽
し
む
「
チ
カ
ラ
」
を
持
ち
合
わ
せ
た
方
が

多
い
の
も
パ
ス
ト
ラ
ー
ル
尼
崎
の
ご
入
居
者
の
特
徴
。
そ
こ
か
し
こ
で
大
声

で
笑
い
合
う
姿
も
、
戦
利
品
を
見
せ
合
う
姿
も
、
夏
祭
り
な
ら
で
は
の
楽
し

い
光
景
で
す
。
さ
て
、
今
年
の
夏
祭
り
ま
で
あ
と
わ
ず
か･･･

。
ど
ん
な
盛
り

上
が
り
が
見
ら
れ
る
か
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

一昨年から続々と、新しい同好会やサークルが立ち

上っています。『折紙同好会』『俳句同好会』『昔あ

そびを楽しむ会』『己書サークル』など、そのバラエ

ティに富んだコミュニティは、パストラール尼崎にフ

レッシュな風を吹き込んでくれています。

その中のひとつ、『昔あそびを楽しむ会』をご紹介

します。当日まで、何度も世話役のＫ様とＨ様が入念

な打合せをされている姿を見ていましたが、「来てく

れるかしら？」と不安げな様子や心臓の鼓動も手に取

るようにわかる日々。今までのサークルや同好会の皆

さまも同じご苦労があった事は察するにあまりありま

す。 さて当日、７名の参加者を得、会はスタート！

司会のＫ様の「最初は“ボケます小唄”を歌います」

との音頭で、皆がお座敷小唄の替え歌“ボケます小

唄”を歌います。笑える歌詞で一気に緊張がほぐれた

あと、本日のメイン企画、昭和の生活などが描かれた

懐かしいカルタをそれぞれが読み、それについて自由

に想い出を語ります。それが何とも面白く、「私たち

の時代はこうだった」「あら？そんなの知らない

わ？」などという戦中派生まれと戦後派生まれの

ギャップの面白さや、「卵は貴重品で･･･」と幼少期

時代のエピソードなど話題は尽きず･･･。終始和やか

な時間が流れました。これから様々なあそびを展開し

ていくそうですよ。一度是非覗いてみて下さい！

『昔あそびを楽しむ会』発足！

パストラールシニア大学

令和７年度

『科捜研の男の事件簿」

第３回

・日時：８月２２日（金）１４時～
講師

関西国際大学心理学部

教授 中山 誠 先生

今年度も多彩な講師をお迎えし、充実した内容でお

届けしています。講師陣からその受講姿勢を絶賛さ

れている皆さま。今年度も是非ご参加下さい。

＊毎回フロントにお申込み下さい。

＊当日は、学生証も忘れずに！

凶悪事件などのコメンテーターと

してメディアにも多数出演されて

いる本物の科捜研歴２７年の中山

先生の講演に是非ご参加下さい。

２０１８年夏祭り『道の駅」


